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○地域と国土の現状をどう見るか？
中山間地域の集落、都市郊外の団地が同時人口減少＆高齢化
林立するタワーマンション→より先鋭的な人口集中と一斉高齢化へ
→人・自然・伝統のつながりのある地域社会（＝「地元」）の消滅危機
○重要な「地元」の創り直しの視点
人々の日常的な生活の舞台～幸福感（記憶の共有）を大きく左右
一次生活圏、小さな自治を担う国土の基本単位＝「小さな拠点」

機能性だけでなく、ふくらみある交流空間が重要＝「サードプレイス」
○持続可能な循環型社会を展望
循環型社会における基本的な一次循環圏を本気に検討へ
対応して必要となる社会技術＆工学技術の包括的検討を始動へ
「地元」からのボトムアップ的な国土のあり方検討も必要では？
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→地球温暖化
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●域内循環の衰退
→人口の減少
→文化の衰退

「２周目の危機」＝循環不能
→地方＆暮らしの衰退
→都市＆地球の限界
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地域の「使い捨て」



「グローバリズム 2.0」
＝「循環の経済」構築へ
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「長続きする」多彩な文明へ
→地方＆暮らしの個性化
→都市＆地球の安定

●生態系に「追いつく」ネットワーク進化へ
～地域内の多角性と地域間の多様性の重層的連携
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